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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は二つある。一つ目が、公的支援に頼れない「見えない生きづらさ」を
抱える人々（小学生～社会人）を支える私的支援の実態をフィールド調査により明らかにすることである。二つ
目が、当事者のニーズを含みこんだ持続可能な中間的支援モデルを提案することである。
実態調査に基づき、当事者のニーズ（例えば、要支援者を「要」支援者として認識し支援の枠組みに入れていく
こと、支援者への支援を自発性に任せるのではなく制度やルールとして周知していくこと等）に即した支援モデ
ルを提案できたことが、本研究の成果である。この成果に基づき、現在、実際の教育現場をフィールドとしてア
クションリサーチを実施している。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is (1) to clarify the actual situation of 
private support for person who suffer from "invisible difficulties" by various field surveys and (2)
 to propose the intermediate support models for them. This support models contain the actual needs 
of supporters and supportees.
The result of this research is to propose the support models that meet the actual needs of 
supporters and supportees based on the various field surveys. The actual need is, for example, (1) 
to incorporate person who suffer from invisible difficulties as “person who need some support” 
into the support flameworks and (2) to inform the necessity of making the institutions and rules on 
the support for supporters who commit the private support.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義は二つある。一つ目が、虐待・貧困・低学力といった可視化された生きづらさではなく、経済的困窮
もないのに学習に向かえない、精神的につながれる相手が誰もいない、といった「見えない生きづらさ」に焦点
を当て、実態調査した点。二つ目が、私的支援を自主的に行っている支援者に焦点を当て、支援者を支援する枠
組みの必要性を明らかにした点である。
　社会的意義は、見えない生きづらさの要支援者と、彼らを自主的に私的支援している支援者の具体的様相を明
らかにし、当事者のニーズを含みこんだ支援モデルの骨子を提案し、実際に教育現場をフィールドとしてアクシ
ョンリサーチを実施しつつ現場の環境改善に取り組んでいる点である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
〈生きづらさ〉が人口に膾炙するようになって久しい。虐待や発達障がいなど、社会的に認

知されるようになった生きづらさを、可視化された生きづらさ、すなわち〈見える生きづらさ〉

としたときに、以下で詳述するような可視化されない生きづらさ、すなわち〈見えない生きづ

らさ〉は、見えないがゆえに認識されにくい状況にあった。障がいもなく、両親もおり、経済

的困窮もないのに学習に向かえない。成績優秀だが精神的に繋がれる相手が誰もいない。こう

した「見えない生きづらさ」は、その理由が本人にも不明確で、外面的には社会適応できてい

るため、 周囲も気づかない。本人自身も、自分が支援を必要するような困難のなかにあること

を自覚しにくい。そのため、問題が発覚する時には相当に深刻化し、手の施しようがなくなっ

ているケースも多い。彼らは、公的支援や近年クローズアップされている NPO などの中間的

支援の対象にも当てはまらない。彼らを学校や社会にかろうじて繋ぎ留めているのは 、支援者

による物心両面での〈私的支援〉、つまり、支援者の意志やボランティアによる支援に他ならな

い。こうした側面をもつ私的支援は、当然のことながら、支援者のバーンアウトや資源の枯渇

と常に隣り合わせである。 

こうした問題関心を、申請者らは、大学の教員として学生たちと関わるなかで、そして、公

立小学校、公立の定時制高校、私立の高等学校などでフィールド調査を継続するなかで得てき

た。〈見えない生きづらさ〉を抱えている人々と、彼らを支えている私的支援を、申請者らの現

場感覚に留めるのではなく、実態調査によってその内実を明らかにする必要性を、申請者らは

長年感じてきていた。 

 

 
２．研究の目的 
 以上の問題関心を背景とした本研究では、〈見えない生きづらさ〉を抱える小学生から社会

人までの実態と、彼らを支える私的支援の現状を明らかにすることを目的としている。〈見えな

い生きづらさ〉であるからこそ、こうした生きづらさを抱えているひとびとは、公的支援の対

象となることが難しい。しかし他方で、申請者らが教育実践現場で目の当たりにしてきたよう

に、支援者の自主性にまかされた私的支援にも限界がある。こうした状況をふまえ、本研究で

は、明らかになった実態に基づく、持続可能な、公的・私的支援の援用可能な利点を含みこん

だ中間的支援モデルを提案することも同時に目指すことにした。 
 
 
３．研究の方法 
 研究の方法は、フィールド調査とインタビュー調査による実態調査である。 

研究代表者である大塚は、本研究実施当初の 2015 年から現在に至るまで、公立小学校での

定期的なフィールド調査（週に 1 回）を継続実施している。さらに、本研究継続中に、地方の

精神医療関係者、学齢期に不登校等を経験しながら大学入学や就職を果たした〈教育サバイバ

ー〉、〈見えない生きづらさ〉を抱える児童・生徒・学生を支援する立場である学校教職員、訪

問医療の恩恵を受けている独居の超高齢者など、〈見えない生きづらさ〉をキーワードとしたさ

まざまな人々へのインタビュー調査を実施してきた。 

研究分担者である遠藤と筒井は、本研究実施当初の 2015 年から現在に至るまで、公立の定

時制高校での学習支援という形でのフィールド調査（週に複数回）を継続実施している。さら

に、本研究継続中に、遠藤は、発達障がいの生徒を対象とした私立学校や、地方の私立高等学

校へとフィールドを拡大している。筒井は、福祉先進国であるデンマークでの 1 年間の研究調



査を実施してきた。 

 
 
４．研究成果 

【研究成果】 研究成果は三つある。研究成果は論文や書籍としてまとめた。 

（1）〈見えない生きづらさ〉当事者のニーズの発掘 

虐待・貧困・低学力といった可視化された〈見える生きづらさ〉ではなく、経済的困窮もな

いのに学習に向かえない、精神的につながれる相手が誰もいない、といった〈見えない生きづ

らさ〉を概念化し、当事者の具体的なニーズを明らかにした。 

（2）〈見えない生きづらさ〉を要支援とみなした支援枠組みの提起 

 〈見えない生きづらさ〉を概念化し、当事者の具体的なニーズを明らかにすることにより、

〈見えない生きづらさ〉への支援が必要であることを可視化した。そのうえで、要支援者を要

支援者として現状の支援枠組みにつないだり、ピアサポートグループを結成したりといった支

援枠組みについて提起した。 

（3）支援者の現状に基づく支援者支援の現実的な制度やルールの提起 

 〈見えない生きづらさ〉をそれと知らず支援している支援者に焦点を当て、現状を明らかに

した。〈見えない生きづらさ〉であるからこそ、当事者への支援が支援者の自発性に任されてい

る現状に鑑み、支援者同士の意見交換の場を制度として設けるなど、具体艇な制度やルールを

提起した。 

【学術的意義】 学術的意義は二つある。一つ目が、〈見えない生きづらさ〉に焦点を当て、さ

まざまなフィールドや対象者を相手に実態調査した点である。二つ目が、私的支援を自主的に

行っている支援者に焦点を当て彼らのニーズを聞くことにより、支援者を支援する枠組みを作

り、それをコミュニティの成員に周知する必要性を明らかにした点である。 

【社会的意義】 社会的意義は二つある。一つ目は、〈見えない生きづらさ〉の要支援者と、彼

らを自主的に私的支援している支援者の具体的様相を明らかにした点である。教育実践現場で

は、当たり前のように実感されていることではあったが、そこに焦点化し、〈見えない生きづら

さ〉とその支援という形で言語化することにより、現場のひとびとにも可視化され、対応ので

きる問題となった。二つ目は、当事者のニーズを含みこんだ支援モデルの骨子を提案し、実際

に教育現場をフィールドとしてアクションリサーチを実施しつつ現場の環境改善に取り組んで

いる点である。これは本研究の期間内には実施できなかったが、本研究の継続研究として、現

在実施中である。 
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